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令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により日程の変更や感染予防対策に

ご協力を賜りながら、約７万５千人の方が当健康事業団で職域における一般健康診断を

受けられました。その結果についてまとめましたのでご報告します。 

検査項目別の有所見(※)率を男女で比較すると、貧血以外の検査項目で 

男性が女性を上回るという結果でした。 

 

コロナ禍の自粛生活で生活がガラッと変わって、数値が改善した方・悪化した方 

それぞれいらっしゃると思います。もう一度、ご自身の生活習慣を見直しましょう！ 

※有所見：各検査項目における判定が「要注意・要再検・要受診・治療継続」の者 

 
男性は 50代以上、女性は 60代以上で半数を超える方が「要受診」「治療継続」

の判定となっています。 

健康診断の受診時は、マスク着用の徹底をお願いします。 

詳しくは、長崎県健康事業団 HP（http://www.npmhc.jp）にて「新型コロナウイルス

感染拡大防止のための健診受診時のお願い」「新型コロナウイルス感染症対策マニュアル」

をご覧ください。 

 

～健康事業団からのお願い～ 

（%） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〒859-0401 諫早市多良見町化屋 986-3 

TEL 0957-43-7131（代表） FAX 0957-43-7139  

http://www.npmhc.jp 

 

 

 

＼今日も県内を走っています／ 

長崎市の感染拡大防止に寄与するために、令和２年４月

より長崎地域新型コロナウイルス検査センター（ドライブ

スルー方式）で採取した検体について RT-LAMP 法を用い

た遺伝子検査を実施しています。 

 

また、令和３年５月より諫早市で行われているワクチン

集団接種に、当事業団の医師・看護師・保健師等が協力し

ています。 

今後も引き続き、県民の健康保持・増進のために努めて参ります。 

肝炎のほとんどは、B型・C型肝炎ウイルスによるウイルス性肝炎です。 

肝炎は自覚症状が出ないことが多く、放置すると肝硬変、肝がんへと進行

する恐れがありますが、適切な治療を受けることで進行を防止することが

できます。 

 ウイルスに感染しているかどうかは肝炎ウイルス検査でしかわからない

ため、まだ検査を受けたことがない方はぜひ検査を受けましょう。 

★無料で受けられるＢ型及びＣ型肝炎ウイルス検査を保健所のほか、

医療機関でも実施しています。市町の健康増進事業でも肝炎ウイル

ス検査を実施されていることもありますので、詳しくはお住まいの

市町や保健所にお尋ねください。 

 

肝炎に関する情報はコチラ→ 知って、肝炎プロジェクト 

★感染が分かった場合の検査費用や治療費の助成もあります。 

http://www.npmhc.jp/

